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かくれキリシタンと音楽
一日本への西洋音楽の伝播と祈りの音楽の変容ー

小泉優菊菜※

序

「己の信念を命をかけてまで貫く J恵まれたこの日本の世に生まれた私たちに果たして、その

ような生き方はできるのだろうか。それは函難を櫨める「練の道jである。しかし私が調査を進

めているキリシタン信仰を伝え続けてきた人々は、間違いなくそのように強い信念を貫いた人々

である。 1612 年~ 1873年までの約 260年の潟、潜伏キリシタンたちが伝承してきた信仰形態、は、

現在のかくれキリシタン信仰において様々な姿でみられる。かくれキリシタン信仰においておこ

なわれるそれらは、キリスト教でおこなわれる宗教行為そのままのものではなく、キリスト教と

日本の土着の風習・信仰形態が混ざり合ったものであり、大変ユニークなものとして人々の自に

映る。今回私はその中でも長崎県生月島の「唄おらしょJに焦点を当てて論じていきたい。私は

2009 年~ 2013年までの 5年間に渡り現地での調査にあたった。

生月島でおこなった主な調査の手順は、①信者からの話の開き取り、②行事への参加、③録音

や録画を中心とした記録の採取、④唄おらしょの楽譜化の 4点である。調査では信仰に関するこ

と以外にも「信仰活動に対する行政対応の課題JI後継者不足に関する問題jそして「世界遺産

登録に向けた動きの課題jなどが浮上した。しかし、本論文においては、あくまで唄おらしょに

焦点をあて、 1長崎のかくれキリシタン、 2日本でおこなわれた西洋音楽教育、 3生月島のi現お

らしょ、 4唄おらしょの楽譜化と音楽的特徴の研究、という流れで見ていきたい。

なお文中の「かくれキリシタンjという名称であるが、キリシタン史研究者の間では 1549年

より 1644年までの約 100年間を「キリシタン時代jと呼び、それ以降 1865年の大浦天主堂にお

けるキリシタンの発見、もしくは 1873年のキリシタン禁教令の撤廃までを「潜伏キリシタン時代J

と呼んでいる io さらに 1873年以降に信仰の自由が認められた後に日本に再び渡来したキリス

ト教に改宗した者を「復活キリシタンjまたは「キリシタンjと呼び、潜伏時代と変わらないか

たちのまま信仰を続けた信者を「かくれキリシタンjと関係者は呼んでいる。

それでは以上のことを踏まえつつ、まずは日本、特に長崎におけるキリスト教伝来と、その歴

史的背景について見ていく。
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1 長崎のかくれキリシタンの歴史的概要

1 -1 日本におけるキリスト教の伝来

キリスト教は現在では日本国内であっても奇異の自で見られることはない。しかし 1549年に

日本へと初めて宣教師たちによってもたらされた時、この宗教に関して様々な反応があったと今

に伝えられている。

i司じ B本国内であっても、例えば仏教が伝えられた時は政策の違いからその受容形態は仏教を

保護し、その力をもってしてi認を治めていこうとする蘇我氏と、仏教を排し神道的宗教で留を治

めていこうとする物部氏との二つの攻勢に分かれた。

しかしキリスト教の伝来においては諸藩、諸地域の各々の反応は一言では語り尽くせないほど

株々であり、同時に思惑も見られた。ある大名は「キリシタン大名jとなり、ある大名はキリシ

タンの排斥運動を断行した。そして、地域・島全体がキリシタン信者となった地方もあれば、キ

リスト教を「耶蘇教JI伴天連jと呼び厳しい差別をする地方もあった。このようにキリスト教

の渡来から布教時代、そして潜伏から復活にいたるまでは一筋縄ではいかぬ倍々の受け止め方を

日本人はしてきたということが分かる。

今回の考察においては当時のキリシタンに関係する諸藩の動向やキリスト教と長崎県の歴史、

そして、生月島の歴史が重要となってくるので、ここで簡単にそれらをまとめたい 20

日本では後に「戦国時代jとも名付けられた時期に、西洋諸屈では fルネッサンスjと呼ばれる

古代ギリシヤ・ローマ時代の栄光と繁栄の復興を求める時代が到来していた。さらにヨーロッパ

の居々の中でもポルトガルやスペインでは新たな航路や土地を求め海を渡る「大航海時代jを迎

えていたD

そして 1549年 8月 15日、聖フランシスコ・デ・ザピエル神父 3がスペインから鹿児島に来日し、

彼によって我が国に初めてキリスト教(カトリック)とヨーロッパ文化が伝えられた。持の権力

者であった織田信長は田内だけではなく世界への自も十分にひらいていたため、この西洋からや

ってきた新しい宗教に理解を示し、日本国内での布教を認めた。彼は、そのために京都や安土(滋

賀県)に教会や[セミナリオjと呼ばれるキリスト教の神学校を作り、また西洋諸国に「天正遺

欧使節団jを遣わすなどした。この天正遣問;使節屈は後に日本における西洋音楽の発展に大きな

影響を与えることとなる。

信長の軍事政策の一環であったとはいえ、このようにキリスト教が厚く保護されていた時代だ

った。そのため、キリスト教に付随する音楽もまた保護されることとなり、日本に広がりを見せ

るようになった。現に f織田信長は、洋楽を好んで聴いたつというような歴史的記述も残って

いる事からもその厚い保護の姿勢が垣間見える。一般的に新しい宗教体系が伝播し受容される時

には、その信仰形態だけでなくその他の文化的な面にも影響がもたらされる。もちろんキリスト

教の文化も多くの面で日本に導入されたといわれている。しかし、厳しい弾圧や、そして潜伏の

時代を受けた潜伏キリシタン及びかくれキリシタンについては江戸期の約 250年間の記録は残っ
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ていない。唯一その名が出てくるのは幕府の犯科帳や、各地に残るかくれキリシタンにまつわる

伝説だけである。そのような理由から、どの年代にどのような変化があったのかを読み取ってい

くことは大変困難なことであり、そのことについては今後も注意深く研究していかねばならぬこ

とである。

1 -2 伴天連追放令及び禁教令と潜伏キリシタンの誕生

さて、キリスト教が伝来しその布教活動を広げていった背景には、当初の権力者である織田信

長を筆頭とするキリシタン大名たちの後押しが大きかったことは一般的に知られている通りで

ある。秀吉により出された「伴天連追放令 5Jを契機にキリスト教弾圧の第一歩は踏み出されたが、

「黒船之儀ハ 商買之事{展開格別候之条 年月を経諸事売買いたすべき事勺とし、禁教下の中

でさえ南蛮貿易を推奨した。それゆえにキリスト教禁制の徹底とはならなかったとも言われてい

る。

その体制の大きな変化は、日本の勢力が豊臣家から徳川家に変わってから起こった。つまり、

徳川幕府が布かれたころの時期に転換期が訪れたのである。江戸時代には計五回の禁教令(鎖国

例)が出されている 70 一度だけではなくこのように何回も発令されていることからは、それだ

け民衆の間にキリスト教信仰が広まっていたということが推測できる。内容の点からも初期段階

である伴天連追放令では宣教師(バテレン)の国外追放のみにとどめているところを、この五回

に渡る禁教令では宣教師を見つけ、通告した際には報奨金まで出すとしている。

このような時代がかくれキリシタンの歴史におけるキリシタン期から潜伏キリシタンの時代

である。

伴天連追放令と違い、宣教師の国外追放だけではなく民衆の信仰も禁止していた。これがこの

令が「禁教令jとされる所以である。

幕府によりキリスト教信仰を禁止された畏衆の辿った道は二つに分けられる。一つが廃教し、

寺の檀家や神社の氏子となるという場合と、もう一つが幕府の目から逃れ、穏れながらも信仰を

続けていく場合である。そして、後者の者のことを序章でも述べたように「潜伏キリシタンjと

現代では呼ぶ。

また、かくれキリシタンの「キリシタンJという単語には様々な漢字がその伝来期よりあては

められてきたO 様々な表記のある中で、本論文では私は「かくれキリシタンJという表記にした

いと思う。

かくれキリシタン調査の中で、信者と話をする際、信者たちが口をそろえてまず言うことは、

「私たちは隠れてなどいません。 f隠れキリシタンjと呼ばれることでいかにも私たちが社会から

穏れているといったように感じる人が沢山いる。わたしたちはかくれキリシタン信者だが、隠れ

キリシタンではないJという f社会的な誤解を名称から与えられているjというものであった。

「隠れjという漢字を使うことで社会的な語弊を招くのならば「隠れjという漢字は使うべき

ではない、と判断した。そのように記号としての漢字を大切に扱う我が国にとってはやはり、正



のイメージを持つ漢字と、負のイメージが強くついている漢字とがある。もちろんそのイメージ

は細かく定義された訳ではないので、個々人で、若干のイメージの差異はあるだろうが、大きな枠

組みで見た時には、それは共通の理解として成り立つのではないだろうか。

しかし、「かくれキリシタンjと表記する上で、宮崎賢太郎氏は fカクレキリシタンjの中で「日

本語として fかくれキリシタンj という平仮名と片仮名を合体させる造語法は不自然、であり、平

仮名を用いる根拠が見あたらない 80 (中略) Wカクレキリシタンj と表記するのが最善であるj

とのべている。

だがこの問題を考える上で、私はそのようには考えなかった。キリシタンとは元来外来語であ

り、片仮名で表記するのが最適であると思われるが、「かくれJについては日本語である。さら

に「平仮名と片仮名を合体させる造語は不自然である。jという考え方もあるようだが、上記の

ような理由から、元々の原語に近く表記したい、ということと、「名は体を表すJという言葉で

はないが、かくれキリシタン自体が、東洋と西洋の合体した姿であるために私は「かくれキリシ

タンjという表記で統ーをしたいと思う。

2 臼本でおこなわれた西洋音楽教育

では、そのようにコミュニティごとに異なりをみせる唄おらしょであるが、その原型である西

洋音楽は、一体どのようにして人々に伝えられたのだろうか。本論文でかくれキリシタンたちの

唄おらしょをみていくことは明示した通りである。 I頃おらしょは指導する者のいない中でi現われ

ることによって、現在のような姿となったといわれているが、それでは、「しっかりと指導されたJ

日本人とは日本の歴史の中でどれ程し 1て、また、それはどのようなものであったのか。ここでB

本においておこなわれた西洋音楽教育を二つの時代に分けて見ていきたいと思う。

一つ自の時代はキリシタン期である。 1-1で触れたセミナリオや教会など、キリスト教の関

連施設で音楽教育がおこなわれていた。これについては 2-1で述べる。ここでは神父たちによ

り、より正確な西洋音楽の教授がなされていた。また、その方法も日本人にあった方法でおこな

われていたようである。そして、この時期に日本人にたいして教授された西洋音楽(特に典礼聖

歌)が変化したのが「おらしょ Jであり「唄おらしょ」なのである。

二つ自の時代は明治維新後に禁教が解けてからの西洋音楽教育である。欧米列強に近付くため

様々な西洋教育がなされた時代でもある。西洋音楽がどのように人々に見られ、西洋音楽教育が

どのようにおこなわれたのかみていきたい。

まず、日本に於ける初期西洋音楽教育の発祥は、 1-1でも触れたように織田信長により創設

されたセミナリオである。キリスト教(特にイエズス会)では f宣教師達が音楽教育をする事は

望ましくないJとされていた。俸給を払ってでも専門の昔楽教師を招くべきだとされていたよう

である 90 しかし、日本での音楽教育では宣教師たちがその教育に当たっていた。なにかの考え

があってそのようにしたのか、又はただ単に専門の音楽教師が居なかっただけなのか、それは分

からないが、とにかく宣教師たちによって音楽教育がなされたことにより宗教的な意味合い、イ



メージが付き、その後の我が国における西洋音楽の明暗を分けることになったのは事実であろ

つ。

キ1)スト教教育は織田信長の安土城下のセミナリオを始めとして主に豊後のノヴィシャドや

コレジオ・九州、!のセミナリオで行われた。セミナリオとは少年達を対象として開設された神学校

で、ノヴィシャドはイエズス会に新しく入会する者の為に開設されたものであり、そして司祭を

養成するためにコレジオが開設された。現在の学校教育にあてはめるとすればセミナリオが小・

中学校でノヴイシャドが高等学校、コレジオが大学、といったところであろうか。その 3つの神

学校ではどこも閉じく音楽教育が行われていたようだが、やはり基礎教育に当たるセミナリオが

一番音楽教育に力を入れていたようなので、ここでは主にセミナリオにおける音楽教育に焦点を

当ててみていこう。

「セミナリオの少年の日課時間表 IOJ というものが残っており、それによると毎日午後 2時~

3時までの間が音楽教育に充てられていたという。

しかしどんなに力を注いでもその音楽教育の内容が全て日本人に適しているわけではなかっ

たようだ。それを表すように、ヴァニーノによる fイエズス会士服装規定 llj には次のような記

述が残されている。

「臼本人の弦楽器の演奏は実に聞くに堪えないものであり、今後才能の無い者には一切鍵盤

楽器を除く弦楽器の教授をしてはならない 120J

「カント・ドルガン(なんらかの多声合唱曲)の演奏も聞くに堪えない。今後はカント・チ

ャン(グレゴリオ聖歌)のみを練習させること 130J

このような史料からも分かるように、日本人は弦楽器にしろ多声合唱にしろ、違う高さの音向

士を協和させることが苦手だったようである。それは多声的な音楽とは無縁であった日本人の当

時の音楽形態を考えれば、仕方の無い事で、あるようにも考えられる。このような事情からも日本

でのキリスト教の音楽教育は単旋律であるグレゴリオ聖歌を広く取り上げたのではないか、とも

考えられる。そしてまた、後に唄おらしょへとつながり、それが日本的に変化を遂げながら今日

まで生き延びたのはこのグレゴリオ聖歌が単旋律であったためとも推察できる。

神学校の設立によりキリスト教も西洋音楽も急速に日本に根付いていく。そしてそのことが前

述したように、その後の禁教下で、キリスト教と共に西洋音楽も危険視され、禁止されることと

なるのだ。

それでは具体的にどのような西洋音楽教育がおこなわれていたのかについて見ていく。

2-1 日本におけるキリシタン期の西洋音楽教育

日本で、最初に行われた音楽教育は上述したようにキリスト教のミサにとっては欠かせない「グ

レゴリオ聖歌jによるものであったと伝えられている 140 ここで疑問に思われるのは、それまで
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諸外国と接する機会の無かった日本人が果たしてラテン語で歌われるグレゴリオ聖歌を習得す

ることが出来たのだろうか、ということである。その歌詞や発声、発音もそれまで国内で歌われ

てきたものとは全く異なり、それを習得するのは当時としては容易な事ではなかったのではない

だろうか。

たとえばロイス・フロイスの f日欧文化比較jに白本の音楽(ここでは特に声楽)と、ヨーロ

ツパの音楽を比較した次のような記述が残っている。

ヨーロッパの諸国民に於いては、(歌うとき)必ず声を震わせる。日本人は、全く声を震

わせない。(中略)ヨーロッパでは、少年は大人よりも 1オクターヴ高い音で歌う。日本では、

全ての人が同ーの音階でわめき歌う。そこではソプラノはお休みであるヘ

上記の報告から日本の音楽とヨーロッパの音楽は、その根本的なあり方が異なっていたことが

理解できる。実際当時の日本人がこれらの音楽を習得する上では、伝承の違いが大きな障害にな

ったであろう。

しかしその問題を克服するための手搬にこそ日本人らしさが伴っているのも興味深い。「豊後

府内の少年たちが教理学校で習い覚えたミゼレレというグレゴリオ聖歌の旋律を帰る道々口ず

さみ、信徒ではない大人達もそれを耳から開き覚えた 160Jという記述からは、以下のような日

本独自の「音楽を耳で感覚的に覚えるJという音楽の捉え方がみえる。

西洋でもグレゴリオ聖歌からの五線譜の誕生前は口伝での音楽継承が行なわれていた。しかし

それも 7註紀までのことで、それからは西洋では音楽は耳だけで'情報を認識するものではなく、

楽譜を通して目で認識する情報量が多いことは府知の事実である。しかし、この時まだ日本では

口伝で、の音楽伝承が一般的に広く行なわれていた。これは現在の伝統音楽にも形を留めている。

キリスト教、及び西洋音楽の伝来前の日本の音楽伝統には、能があり、雅楽があり、声明なども

あった。それら全てに口伝だけではなくそれぞれの音の記述方法があったが、人々はそれに頼ら

ず口伝を主としてきた。そこで日本で西洋音楽を広める時宣教師達は、無理やり楽譜を読ませる

のではなくて、まずは耳からのキ 1)スト教音楽の布教を始めていったのではないだろうか、と考

えられる。竹井氏も f南蛮音楽その光と影jにおいて「ヴィオラ・ダルコという弦楽器を歌に重

ねて弾きながら歌唱の指導をしていた。(中略)発音や歌唱は、聴唱法によってすすめられてい

た 1i0 Jとしている。

しかし、このように日本人にとって分かりやすく J楽譜を用いずにj音楽の教授をしたことは、

言い換えてみると「記録をとる手段を用いなかったJということである。そして、そのことこそ

が溶伏期にこれら西洋音楽が変化し、 i2Jおよび i3Jでみるような現在のようなおらしょ・唄

おらしょへとなる直接の原因でもある。

これについては皆川達夫氏が原由の特定をおこなっている。皆川氏の研究との比較考査は i4J

で詳しくのべるが、ここでは氏が原由の特定をおこなった際について氏が自身で書いたものを引

-184-



用する。

(前略)実は生月のかくれキリシタンのオラショはそれ以前からも何人かの研究者によっ

て調査され、ラテン語の祈りであることがすでに穣認されていた。ただし、それらの研究者

は宗教学者であり、日本史学者であったために、音楽的な側面はまったく未知のままに残さ

れていたのである。幸いこの時代のヨーロッパ音楽を専門にするわたくしは、手なれた音楽

資料を各種動員して、オラショの原曲となったラテン語聖歌を比定した。

ただし一曲だけは、どうしても正体がつかめない。やむなくヨーロッパ調査の旅に出かけ

ることにした。(中略)日本とヨーロッパを往復する旅が七年間も続いた。

やっとその七年目に、スペインのある図書館のカードにそれらしい聖歌集を見つけ出すこ

とができた。(中略)ふるえる手で一ページ、一ページ開いていく。

「あった、これだ。J

それは、世界中に流布している標準的な聖歌ではなく、十六世紀のスペインのある地域だ

けで歌われていたローカル聖歌であった 180

このように長年の調査のすえ、皆川氏は原曲の特定をおこなうことができたのである。

それではそのおらしょへといく前に i2-2Jにおいて明治期の禁教令が解けた後の西洋音楽

教育について少し見ていきたいと思う。

2-2 禁教後の明治期における西洋音楽教育

明治期に入り事実上は禁制が解け、信仰の自由は認められた。しかし、 250年もの長い間に渡

るあのような厳しい禁教政策を布かれていた国民にとっては、キリスト教はやはり距離をおくべ

き存在であり、身近なー宗教と認識するまでには月日が必要であったことであろう。『長崎のキ

リシタンjにはこのような記述がある。

明治六年三月十四日「浦上異宗徒帰籍ノ達jという布令が太政官から出て、二十一ヶ所に

流されていたキリシタンたちは次々に故郷浦上に帰ってきた。

それと前後して平戸、五島、木場、外海、長崎港外の島々のキリシタン迫害はやんだ。し

かし、徳川幕府が二百五十年間、毎年毎年五人組や絵踏み、高本しなどでとことんまで国民の

頭にしみ込ませたキリシタンに対する憎悪感は消すことのできない先入観として残ってい

た 190

明治期に入り形式上は禁教が解けたとしても、かくれキリシタンたちへの弾圧はおこってい

る。上記引用文の中での f明治六月三月十四日Jという記念すべき完全なるキリスト教解禁の日

だが、これは実はそのような明治期の弾圧が多く関わっている 200
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キリスト教自体にあってもそのようであったから、キリスト教に付槌する教会音楽が一般に普

及するのにも相当な時間と労力が必要であったはずである。もちろん西洋音楽が全てキリスト教

と関係している、というのはいささか乱暴である。しかし、当然のことながら録音物を開くこと

や公開演奏会が多くなされていなかった当時、民衆の聞く数少ない西洋音楽のかなりの部分がキ

リスト教に付随する宗教音楽であったと推測出来る。

歌舞昔曲は軟弱であり、遊び人相手の専門職であって堅実な人間のする職ではない 21という

考えと、キリスト教に対するそのような時代背景観をもっこの時期に成人した親世代に当たる者

にとっては、祭りの時や日常に口ずさむ音楽とは~Jjに、本格的に f音楽の勉強J をすることはあ

まり褒められるべきことではないと考えるのも無理からぬことである。

それゆえ、そのような風潮を破って後の世まで名を残すこととなる音楽家たちは現在と違い、

幼少の頃から「専門的なj音楽教育を受けることは菌難だ、ったへ江戸幕府の統治していた江戸

時代の特徴としてはやはり禁教による潜伏キリシタンへの迫害が挙げられるが、動乱期には激し

い迫害というものはおこなわれず、キリシタンであるということが発覚した者も佐賀や島への流

罪にとどまっている。幕府の中央機関も一宗教に構っていられる状態ではなかったということで

あろう。それゆえ江戸期を生きてきた大人たちは別として、子供たちはそれまでの時代と比べれ

ば大きな反発を持つこともなかったのだろうと考えることが出来る。

さて、そのことがその後の彼らの西洋音楽の受け入れに大きく関わってくる。封建的な社会気

質の中で過ごし、年を重ねてきた者は先述のように「歌舞音曲は軟弱であり、遊び人相手の専門

職であって堅実な人間のする職ではないJという考えを持っていた大人たちである。江戸の時代

に育った者は芸能に関する特別な家に生まれることがなければ幼少期からの(日本固有の音楽に

しろ、もちろん西洋の音楽にしろ)教育を受ける機会は限られていた。

江戸期にはその成立期や幕末期を除いては大きな混乱がなかったため周知のように「太平の

世Jと呼ばれる。その太平の世にあって鎖国体制をとっていたこともあり、我が国独自の文化が

大きく展開したこともまた、よく知られたことである。そして、この時代は職業の分化がそれま

での時代より、より細かくおこなわれた、つまり職業文化の考えの中で芸能者も「職業的Jな色

合いが強かったであろう。それがそのような偏見を生む一つの大きな要因であったのかもしれな

¥;、。

大政奉還が京都の二条城でおこなわれ、やがて明治となり、人々の生活、価値観は一変した。

しかし「江戸Jから「明治Jと歴史の記録上は区切ることができても、人々の生活は連続してい

く。このようにして、禁教時代の潜伏期を耐え抜いた西洋文化は明治期において国の音楽教育の

柱となり、現代にまで、受け継がれていくこととなったのである。

この章ではキリシタン期・解教後の西洋音楽教育について触れた。しかし、その中間期、つま

り潜伏期において 12-1Jのキリシタン期に国民に広がった西洋音楽はどのような姿となった

のであろうか。

それが「おらしょ Jである。キリスト教渡来と共に呂本へともたらされた聖歌は、禁教下でも



その存在を消し去ることなく人々に受け継がれてきた。単旋律であったことや、複雑なリズムな

どが少なかったために、宣教師のいない潜伏下でも伝承が可能であったのだろう。このおらしょ

については九jで見るとおりである。

3 生月島のおらしょ

3-1 平戸・生月島の歴史

生月島のおらしょを考察するにあたり、まずは、長崎県平戸市生丹島の現状と、その土地の簡

単な歴史について触れておこう。

平戸島は古代より日本と東アジアの要路として栄えていたようである。長崎県歴史文化博物館

館内のデーターベースによれば、 1183年(寿永 2)の史料である f青放書jには「庇羅郷Jr庇
良島Jの名前が確認され、中国との交易があったとある。また、キリスト教が伝えられてからヨ

ーロッパにも Firandoとしてその名が知られ、後にイギリス、オランダ商館が開設されて東西貿

易の拠点として栄えたとされている。

平戸にキリスト教が布教されたのは 1550年である。フランシスコ・デ・ザピエルにより布教

がおこなわれたのが始まりである。時の藩主であった松浦隆信は聖人を歓迎し布教を許可したと

されている。そして、この時に「カトリックjのことをポルトガル語では「キリシタン (Christao)J 

と言っていたために彼ら信者のことを「キリシタンJと呼ぶようになったらしい 230

1564年にはフェルナンデス修道士によって平戸に天門寺という教会が建てられた。当時の平

戸における信者数は実に 5000人と伝えられている。

日本全土で厳しくおこなわれた禁教政策は、皮肉にもその成果として日本国内からキリシタン

の姿をほとんど見られなくした。しかし、いまもなお生月島において、かくれキリシタン組織が

伝承され続けていることに関しては、様々な参考文献に大きく分けて以下の二つの理由が挙げら

れている。

①幕府が生月島の捕鯨漁の恩恵、に与っていたことによる多少の目こぼし

②長崎県の西端に位置する地形上の理由

このこつである。

①の捕鯨についてだが、文化的に進んでいた平戸島に隣接していた生月島では西国ーの富者と

いわれる益富家の先導の元で捕鯨漁がおこなわれていた。今でこそ捕鯨漁は我々の生活に密着し

たものではなくなってしまったが、当時は鯨から得られる鯨肉・あぶら・ひげなどは生活に欠か

すことのできない貴重な資源であった。そのため、この特殊な技能を持つ者たちをむやみやたら

に殉教させる訳にもいかず、障りのない程度で、信仰に対して目をつぶっていたとされている。

また②についてだが、生月島は長崎県の西端に位置するという地形的理由から、一種の隔絶さ

れた土地であったように思われる。現在においても長崎市街地から車で四時間ほどかかり、その

地理上の隔絶を感じることとなる。 潜伏期においても市街地ほどの監視はおこなわれていなかっ



たのではないか。

しかし、そのような生丹島においても殉教者が出なかったわけではない。例を挙げれば限りが

ないが、その代表的なものとしては「だんじく様JIさん・ぱぶろ一様(幸四郎様)Jであったり

「さんじゅあん様 24Jであろう。

また、平戸は日本で一番最初に西洋建築物が建てられた場所ともいわれているへそのように

日本の異国からの玄関口として栄え、一時は日本の最先端を進む地でありながらも大切にかくれ

キリシタン文化を守り貫いてきた生月島にはどこか郷愁をさそわれるものがある。

それでは次項において現在のかくれキリシタン組織の現状についてみていきたい。

先でも述べたように生月島では比較的早い時期にキリスト教の布教が行われた。かつては島民

の全てがキワシタン信者であったという生月島 26だが、現在ではかくれキリシタン行事は 6つ

の組織にしか継続されていなく、その中でも活動がなされているのは 3つの組織だけとなってい

る。また、その中でもどれだけの人数がかくれキリシタンとして生活をしているのかは正確には

分からない状況となっているということである 270

その主たる原因については当事者の話から以下のことが指摘できる。

3-2 祭儀方法に見るかくれキリシタンの共同体精神

生月島におけるキリシタン文化のなかで、特に特徴的なのは唄おらしょなのではないかと考え

る。比較対象として挙げた外海のかくれキ 1)シタンの間にも彼ら独自のおらしょが伝承されてい

るが、それは言葉だけのもので旋律はついてはいない。生月島のかくれキリシタンたちの「おら

しょ 28Jにほぼ該当するような形態になっている。

「おらしょ jとはラテン語の IOratio(祈り )Jの転設したものであり元々は「信徒の祈り Jを

意味するものであった 290

この生月島の唄おらしょについては皆川達夫氏を始めとして数々の研究者による研究がなさ

れ、内容の把握やその原由までもが明らかとなっている。

今Iill夜、は壱部地区におけるおらしょを 2回開く機会に恵まれたがそれは CDや映像で見るもの

をはるかに超えた驚きに満ちていた。

まず、祭壇に対する行事中の崇拝方法だが、生月島のかくれキリシタンたちはある特徴的な祭

儀方法をとる。かくれキリシタンの元となっているキリスト教宗教的儀式では、崇める神の方に

直り、祭壇、もしくはある決まった方角を向き、祭式を執り行う。その考えでいくと、かくれキ

リシタンの場合配られているのは御前様であるため、そちらの方へと向きおらしょが唱えられる

こととなる。しかし生月島では実際にはそのような形式ではなく、付録 lのように御前様の前で

輪を描くようにして座す。

それでは、実際に現在かくれキリシタンたちはどのようにかくれキリシタン行事を執り行って

いるのかを見ていきたし」
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3-3 壱部地区かくれキリシタン信者によるおらしょの実情

3-3-1 ツモトである川崎雅市氏によるおらしょ (20，10/03/21) 

この調査時では川崎雅市氏が一人でおらしょを上げられた。本来おらしょはその地区ごとにお

じ様役 30・おやじ様役 31などを筆頭とし、役中 32、その他の信者が集まった上で唱え始められる。

おらしょは川崎邸の居間で上げられた。キリシタンの神は一般的に「御前様j と呼ばれるが、

その御前様にも二つの形がある。一つは元触地区や山田地区などで「御移り jと呼ばれる大きな

箱に入れられ役員の家々を 2~5 年ごとに回るものへもう一つは今回の)11崎氏の自宅のように

御前様がツモトの家に据え付けられているものである。

余談であるが、川崎氏の夫人の実家もかくれキリシタンの家庭だということだが、結婚をする

までは川崎氏がツモトの家の方だとは知らなかったという。嫁に来て初めて「ツモトjの家であ

り、御前様が自宅にいらっしゃるということを知り、大層驚いたとの話をしていた。かくれキリ

シタン組織では地区毎の交流を持たないといわれているが、このような話からも核組織としての

信仰形態が確立していることがうかがえる。

川崎家で、は現在家庭内に紐つであるものだけでも、実に五体もの様々な神様を紀っている。ま

ず玄関を上がり、居間に通されると、そこには左から般に「お大師様JI仏壇JI御前様JI神棚j

そして台所に大黒様が杷られている。

以下はJII!崎氏が語ったかくれキリシタン歴である。

川崎氏はツモトの家に生まれ、その父親は熱心なかくれキリシタン信者であったという。その

ような環境から、川崎氏も幼い頃 (7才)にお授けを受け、いつかは自分もおらしょを覚えるの

だということは感じていた。

しかし川崎氏は若いうちから遠洋漁業に従事したために、長期間島に滞在することはない生活

を送ることとなってしまった。そのために習得するのに長い時簡を要するおらしょを習得する機

会を失ってしまい、長い間おらしょをきちんとしたかたちで唱えられないまま過ごすこととなっ

た。気持の上ではいつか覚えなければいけない、という患いと、まだ父親に任せておけるという

思いがあり、この時はまだ自身から覚えようともしなかったそうである。

しかし川崎氏が 50才になった頃それまで健康であった父、森一氏が突然亡くなってしまった。

ツモトである川崎家にはかくれキリシタン行事を執り行うことの出来る者がいなくなってしま

ったために、波戸光雄氏がツモトのおじ様役を代行しておこなっていた。そして、川崎氏はその

波戸氏からおらしょを教わったという。その時にはすでに川崎氏は 50才を超えており、全てを

完壁に覚えるまでにはかなりの時間と労力がかかったという。通常では何カ月かで覚え、霊上

げ 34をするところ、現役で仕事をしていて、覚えるために必要な時間がしっかりと確保できな

かったことと、 50才を超えているという年齢のために霊上げまでには 7年の歳月を要した。

以上のような川崎氏の偶人史からは通常の伝承方法とは異なったいくつかの事例を見ること

が出来る。これは今後、従来の伝承が困難な時に重要な事例となってくると思われるため、「付

録 2Jにまとめた。



このように通常とは異なった経緯でおらしょを覚えたため、 J11崎氏は自分一人でおらしょを唱

える時は本として書き表された物を見ながら行事を執り行っている。

伝統的にはかくれキリシタン文化では「悲しみの節 35Jのみにおらしょの伝承が許されていた。

しかし、この川崎氏のように現在の信者達は生活や仕事に与える影響からか、時期を厳密に限定

はせず自身の時間の取れる時におじ様やおやじ様から習っているようである。前出の土肥氏が

10代で覚えた時には「段ボール紙に書いて覚えたJと言っていた証言からも「文字に起こさず、

全てi暗記しなければならないJといった決まりや、「悲しみの節に覚えなければいけないJとい

った潜伏期からの厳格な規律が少なくとも半世紀前からかくれキリシタン達の間で薄らいでい

たことが分かる。

3-3-2 r島の館jでのおらしょ公演。また、そのおらしょ公演の意義と観客 (2010/05/05)

この調査時には、島の舘の展示場の一角でおらしょの公演がおこなわれた。そこはかくれキリ

シタンのー殻民家で御前様が記られているところを再現しである展示であり、おらしょが上げら

れていない通常時にも実際に畳の上にあがり、見学者は御前様の花られている様子を体感でき

る。

また、過疎化が進んでいる生月島では、高齢化などの理由により自身の家にある納戸神を配る

ことが出来なくなってしなうことが多い。そのような場合には昔は森にある神域 36に、納戸神

やそれにまつわる聖具を置いてきたというヘしかし、博物館である「島の舘jが出来てからは、

そのような際には品を館に持ってきて「預けるjという形をとる人が多くなっている 380 そのよ

うな神たちに対し、館内でおらしょをあげることで、一つの供養となれば良いという思いも込め

られている。

元々、この「島の館jは平成三年に生月大橋が開通するに伴って、観光の場を提供し、それに

よって生月島の伝統(かくれキリシタン・捕鯨漁)を人々に知ってもらう、というコンセプトの

もとに創立された。

このおらしょ公演には老若男女を合わせ、 15名程の見学者がいた。彼らが知り合い同士で話

をしているのを聞いてみると、私にはそれがどこの方言なのかは分からなかったが、この島のも

のではないであろう、様々な方言が聞こえてきた。色々な地域からの来館であるということがこ

のことから分かった。

公演終了後に何人かの見学者と話をした中で、今回彼らがどのようなきっかけでこの公演の為

に来館をしたのかということをi謂いた。彼らのきっかけは大きく二つに分けることが出来、一つ

は rGWに来館したところたまたま居合わせたjというものと、もう一つが、「人づてに聞き、

一度開いてみたかったjという答えが返ってきた。この二つ自の理由からはかくれキリシタン文

化が現代の一般人の中にも知られるようになり、またそれが、興味をもって迎え入れられている

ことに対する肯定的な発言であるとすることを推測することが出来る。

事実、この島の館は日本の最古端にある博物館ではあるが、捕鯨とキリシタンに関する資料が

展示しである比較的珍しい博物館として、自家用車だけではなく、大型パスでの乗り入れもされ
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る。キリシタンについて知識を深めたいと思っている者にとっては、より学びやすい環境になり

つつあることが明確になっt::.o

前述の展示ブースでは生月島壱部地区のかくれキリシタンである土肥栄氏・ JI111時雅市氏・谷本

雅品司氏・大石義孝氏-山本善則氏ら五人によっておらしょが上げられた。かくれキ 1)シタン行事

では、コミュニュティー内における序列を大切にするということはこの項でも述べるが、おらし

ょを上げる時の座位置はまさにそのことを象徴するような順番となっているため、ここで簡単に

みておきたい。

正面中央に土肥氏、その左隣にJI1崎氏が座し、右i務に谷本氏が座した。そして、川崎氏の左に

大石氏・山本氏、のj順番で座した。この席位置には、本来は彼ら独自の決まりがあることを信者

は語った。

正面中央はやはり一番位の高い席で、かくれキリシタン組織の中でも最高齢であり、なおかつ

前おじ様役を務めた土肥氏が産す。二番席の正面左隣には壱部地底のツモトの家柄であるJI1崎氏

が、そして、三番席の土肥氏の右隣り、その対面、土肥氏の二つ隣、その対面..というように席

の上下は決められている。

この位置関係はその後におこなわれた直会の際にも同じような並びとなった。ここでもやは

り、序列を基本として、後はスペース的問題に対応して、大石氏.UJ本氏が土肥氏の右犠りに座

す形となった。しかし、酒の流し方や返杯のJII買は、おらしょを唱えた際の座のJII買で屈されていた。

このことからもコミュニュティー内での序列は偲人の「宗教行事の習熟度Jではなく、 f社会的

な地位」ゃ「家の格Jが尊ばれ、大きな影響を及ぼしていることが確認出来る。さらにこの後、

川崎氏の自宅に戻り、JIf崎家の御前様の記つである座敷で「ろっかん 39J を唱えることとなった

が、この特にも向じ座順で座していた。この並びというのはこのように崩しがたく、厳格なもの

であるといえる。

「島の館jでのおらしょ公演では従来とは「意味jもそして「形式jも全く違った中でおらし

ょが唱え上げられた。そもそもおらしょはキリシタン行事のなかで、宗教的な意味合いを持って

唱えられる。このように人目の多い場所で唱え挙げられる性格のものではないはずである。この

ように「公演Jとしておらしょを唱えることに対しては、すべての信者がそうではないが、やは

り最初は抵抗のあった信者もいたようである。しかし、この公演は単なる観光誘致の為のもので

はなく、島の館に収められている御前様を始めとした聖遺物を慰めるためのものであるという考

え方も信者の間にはある。その供養の意味も込めてのおらしょの唱え上げという一面もある。

おらしょが唱え終えられた後、しきたり通りに直会がおこなわれた。通例では唱え終わった後

にその座敷でおこなわれるが、博物館の展示ブースということもあり、持物館一階の談話室でお

こなわれた。直会の際にはなまぐさものを食べるしきたりとなっており、この調査時もなまぐさ

ものが出された。藍会では査の運び以外では特に厳しいしきたりがある訳ではなく、終始なごや

かにとりおこなわれていた。このようにかくれキリシタン行事が行われたのちに日本の民族的な

手瀬がもたれることも西洋と日本の文化の融合した一つの姿であるともいえよう。



3-3-3 ツモトではないかくれキリシタン谷本雅嗣氏によるおらしょ (2010/09/06)

谷本氏も)11崎氏と j司じように壱部地域のかくれキリシタン信者であるが、ツモトの家ではな

い。現在は 50代だが、 15歳の時に父親を亡くし、 20代でおらしょの習得をしている。習得の仕

方はほぼ伝統通りの、まず、言葉だけをおらしょの印刷された本で覚え、綿かなニュアンスを姉

匠の指導の元で伝承を受けた、という作法で行われている。また、谷本氏は複数人で唱え上げる

時にはおらしょ、 i頃おらしょ、共に何も見ずに唱え上げるが、自宅でおらしょを唱える際には印

刷されたおらしょの本を横において唱えるということである。

谷本氏の自宅にはこ体の御前様がいる。ツモトではないため常時記っていることはないが、年

末と正月には祭壇を整えお配りをする。この時には一室がかくれキリシタン行事の為の神聖な

「場jとなると谷本氏は語る。さらに、御前様をお出しし、記つである最中は家庭の中でも谷本

氏は特別視され、一切のケガレが忌まれるという。その典型的な例としては、他人のケガレが移

らぬように風呂にはまず谷本氏から入る、といったことが挙げられるだろう。谷本氏は、このよ

うなことからも「家族の支えなしにはかくれキリシタン行事は続けられぬ。Jと言っていた。

この二体の御前様は谷本家に伝わっている話では、谷本氏の三代程前にとあるかくれキリシタ

ン信者から預かったものであり、元々は谷本家ではない他の場所で記られていたものであるそう

だ。現在では、この御前様に関する詳細な記録は分からなくなってしまっている。

残念ながら今回の調査でその実物を拝見することは出来なかったが、谷本氏によれば、二幅と

も聖今母マリアを模した人物だと思われる女性が、イエス・キリストだと思われる赤子を抱いて立

っている絵だという。女性の着ている若物は片方は黄色、そしてもう片方は紫色だと谷本氏は語

った。

またこの唄おらしょを採集した調査時は、行事とは関係がなく、あくまでも調査の中で行事と

は関係のない日に時間をとって頂き、唄って頂いた唄おらしょであるということに留意する必要

がある。その上で、ととのように唄われていたのかについて i4Jで考察をおこなった。

3-4 生月島山田地区 松原正弓氏からの聞き取りによる信仰の様子

生月島山田地区の行事に参加させて頂く機会がなかったため、開地区のかくれキリシタンであ

る松原正司氏から話の開き取りのみをおこなった。行事に参加する機会がなかった理由として

は、この地区では信者の減少により執り行われる行事がとても少なしさらにその行事も全てお

こなわれるわけではない、ということが挙げられる。現在この地毘でおこなわれている行事は 5

つ、①「お正月 J、②2月の「お花j、③「盆j、③ 10月の「トボリヤJ、① 12月の「霜月 40Jで

ある。このうち①③①はオヤジ役である家でおこなわれ、②④は小組である家でおこなわれる。

現在松原氏の所属する山田地区の組織は松原家と小松原家の二軒で、あるため、交互にオヤジ役の

任期を決め執り行っているということであるヘまた、この交代の際には任期を経て納戸神を家

から家へ移す時は f御産り jという儀式がおこなわれる 420

現在 (2011年9月 18日現在)は小松原氏がオヤジ役であるため、納戸神は小松原家に詑られ



ている。

行事の際にはやはりかならずおらしょが唱えられ、唄おらしょも唄われる。①③⑤のオヤジ役

の家でおこなわれるi療はそこに安置されている納戸神に向かい執行される。それでは納戸神のい

ない小組の家(現在で言うところの松原氏の自宅)でおこなわれる際は何に向かうのか。

山田地区のかくれキリシタンの家には「お掛け軸jといって、聖母の描かれた掛け軸が所有さ

れている。ただ、オヤジ役の家に安室される納戸神や、壱部地域のツモトにある納戸神が常に所

定の場所に安置されているのとは異なり、通常はその掛け軸は巻かれ、仏壇の下にしまわれてい

るという。行事の際にそれを取り出し、掛け軸として座敷に掛けることによってその前での行事

が行える。

現在松原氏の自宅にあるお掛け軸は細かい年代は分からないが、大体戦中か戦後くらいに描か

れたものと伝えられている。また、その描かれている絵は松原氏の所属する地区の納戸神の聖母

子像であるという。生月島内でのかくれキリシタン信者の数は滅り続けるが、今も人に知られる

ことなく、そして柁られることもなく、家庭の仏壇の中で、眠っている掛け軸はかなりの数であろう。

さて、上記において「御室り jの儀式について触れたが、現在では次のように進められている。

御直りは先述のように家から家へ納戸神がいわば円lっ越しjをする行事である。本来は一番前

を箸で道を掃き清める者がいき、それに続いて18オヤジ役が神を持って進んだという。しかし現

在では、松原家と小松原家の距離も少し速いため、最初の何メートルかにおいて形のみおこない、

後は自動車で運んでしまう。

納戸神が外に出て近所の人目にさらされると、見た者たちはとても驚くだろうと思い、その時

の様子も開いたが、特別に驚く、ということはなくむしろ「おなおりさんね~J rお疲れさんね~J

と声をかけ、皆納戸神に向かつて手を合わせていくという。

他の地域と違い、 fお直り jという儀式、つまり本来は納戸などの屋内に厳重に隠されている

はずの神体が自の光の下に出でて信者ではない者に見られるということがあるために、周りの者

はその存在を受け入れやすい環境となっていることが伺える。

また、元々は島氏全体がキリシタン、潜伏キ 1)シタンであったとしても、やはり神体を人の自

に触れさせるのは本来ならば相当の危険を覚悟しなければいけなかったことであろう。しかし、

それをするということは何らかのそれ相応の理由があったのだろうとおもわれる。今回の調査で

はその辺りの事情や、宗教観までを明らかにすることはできなかった。だが一つ言える確かなこ

とは、そのように f人自に触れさせても絶対に外部には漏れないJというコミュニティーの絶対

的な信頼のうえに成り立つものであるということである。ここまでキリシタンの歴史や信仰につ

いで慨視してきたが、次の章ではかくれキリシタンたちによって伝承されている「おらしょ jお

よび「唄おらしょJについて見ていきたい。

4 唄おらしょの楽譜化と音楽的特徴の研究

この章での楽譜化は、視覚的におらしょを見ることが出来るようにすることを自的としてい
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る。楽譜化をしたうえで、複数人、または個々でおらしょを唱え上げる場合の違い、伝承方法の

違いからくるおらしょへの影響を見ていく。また、このことから、継承していく時に彼らは何を

重要視し、唱え上げの最中で、はなにを支えとして唱え上げているのかを模索していく。楽譜につ

いては付属の譜例を参考されたい。

i填おらしょについては皆川達夫氏の f洋楽渡来考jの中で先行研究がなされている。その中で

皆川氏は 1953年、 1975年に録音された物を楽譜へと書き起こしている。

今回の調査では、 2010年3月21日、 5月5日、 9j~ 4日のものを楽譜へと書き起こしたが節

の区切りを定めるにあたってはJ洋楽渡来考jの中で明らかとされているラテン諾詩篇、つまり、
うウゲテ ドミ

くらおだて〉はくすべての冨よ、主を賛美せよ〉、くなじよう〉はシメオンのカンティクム

く今こそお言葉にしたがい〉を参考とした。また、くぐるりおざ〉はマリア賛歌である

く栄えある聖母よ〉を参考とし、段落や構成を考えた。

4-1 唄おらしょの旋律を考察すること

上記で、開いた三回のi顎おらしょと CDW長崎・生月島のオラショjの唄おらしょの旋律はどの

ような構成となっているのかここでは見ていく。

今回I填おらしょを詳しく見ていくことにより、個人でおこなう場合と複数人でおこなわれる場

合の違いを見たいと思う。現在の生丹島の問題として、複数人での唱え上げの機会が極端に減っ

ていることがある。複数人が集まって行うのは島の館での公演がほぼ唯一ともいえると信者や中

園氏は話していた。また、)111崎氏のようにイレギュラーな伝承を受ける信者が今後も現れると推

測出来ることからも、後ほどその開題がかくれキリシタンに与える影響についても考察していき

たい。

また、比較研究として、 CDW長崎・生丹島のオラショJ43の採譜もおこない、併せて見てい

ったが、この CDでは大関留一氏、土肥栄氏、議元義明氏の壱部地区のかくれキリシタンである

三名によって唱え上げられている。

i唄おらしょは元々は西洋から伝来したものということにも関わらず、その旋律を占める大部分

は転枕してしまい、教会旋法も、ヨーロッパ音楽の分析法も当てはまらない。

そのため日本音階で言うところのどの音階に当てはまるのかを考察した。次の 4-2ではその

研究の報告として紙面の関係上くらおだて〉のみを挙げた。

4 -2 {:らおだて》

)111崎雅一氏は伝統的な伝承方法をなされていない。そのため、自宅で一人でおらしょを唱える

際には必ず本を見ながら唱える。そして、複数人が集まり唱える時には唄おらしょは唄わない。

(1) 2010年 3月21自の川崎氏による《らおだて》

(1)では核音を A音と D音の音でとり、中間音を H音でとることが出来る。これは、小泉氏

の言うところの「第 3種律のテトラコルドjと言える。
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曲の構成音は A.百.D.E各音であることから、核音 A.D音で枠が作られ、中間音は H音にな

る。これをテトラコルドの lと見る。

次に E音からとる E.A音の枠が出来、すると、曲中には出てはこないが、中間音 Fis音の存

在が内包されているということが分かる。

曲全体を通してみても核音 A音の出現頻度は非常に高く、第一節、第二節では開始音、中間

部連続音、終恵、音はすべてこの核音が支配している。また、最後の第三節も開始音、終息音こそ

A音ではないが、中間部連続音は A音が多用されることで旋律が支配されていることも分かる。

このようなことから、川崎氏のくらおだて〉は核音 A.D音を持つ律音階を使用しているとい

えるであろう。

(2) 2010年 5月5日の島の館での《らおだて》

複数人で唄う場合、くらおだて〉はつづくくなじよう〉くぐるりおざ〉と違って、出だしに大

きなズレが生じる。これは f合わせる練習などはしない。感覚で合わせていく jといっていた信

者の言葉や、演奏日、演奏者が異なるたびに全体の開始音が異なってくることから、唄おらしょ

がシステマティックに構成されたものではなく、唄い手や状況によって緩やかに変化していくも

のであることが分かる。

音楽的にはまず、楽譜を一目見ただけで、曲全体を A音が支配していることが確認出来る。

であるから、始まりの核音を E音とし、その上部の完全4度上の D音を枠の上部音とし、その

中間音を Hでとることが出来る。これをテトラコルド lとする。そして、この曲の構成音は A.

狂・ D.Fisの各音であるから、こちらも律音階ということが分かる。

(3) 2010年 9月6日の谷本雅嗣氏による《らおだて》

まず、支配音は A音であり、構成音は A・H.D.E音となる。そしてその中から、核音 A

から始まる A.H.Dをテトラコルド Iとし、 E.Aの枠をテトラコ lレド 2としたい。ここでも、

Fis音が曲中には出てはこないが、内包されているということが分かる。そして、この 2つのテ

トラコルドを連結させることによって律音婚が現れてくる。このようなことにより、この谷本氏

によるくらおだて〉も律音階を有するものである、ということが分かる。

また、楽譜を一瞥して分かることは、この谷本氏と「島の館jでの公演時の唄おらしょでは細

かな差異はあるにしろ、ある程度の一致を見せるということではないであろうか。五線紙へと書

き表す段階で縮かな装飾音は割愛し、その旋律の軸となる音のみを表記しであるが、今回割愛し

てしまったその細かな装飾音の入れ方さえも、ほほ同じ様相を呈していることが分かる。

(4) CD r長崎・生月島のオラショj<{らおだて》

こちらも他の三曲と向じで、構成音がA. H . D . Fis音であるため、律音踏であると言える。

他にも音の欠落をしたとみられる曲はあるが、このくらおだて〉においても Fis音が2沼しか現

れないなど、構成音の欠落の可能性があることが分かる。

特徴としては他の事例と比べて、低音域が多く用いられることだろう。このことからも唄おら

しょは決まった音域があるのではなく、その行事ごとの人数や顔ぶれによって音域が変化してい
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くことが分かる。

また、島の館の明、おらしょと同じように細かな装飾音はあまりつかず、基本旋律のみでの唱え

上けさがなされていた。

図 1 JII崎氏

図 2 谷本氏



図 3 島の館

4-5 まとめ

序文でも述べたように、このかくれキリシタン信仰が現在でも続けられていることは、その置

かれてきた歴史的背景や信仰継承の特異さを考えると、信仰的側面、また文化的側面から見ても

実に驚異的なことであると思われる。

しかし、「この 50年の間でかくれキリシタンは大きく変わった 4¥Jと、どの信者もくちにする。

その言葉の中には、かくれキリシタン信仰が断絶の危機にあるという哀愁や、それもしかたがな

い、と思う心意が現れ出ているように思う。

しかし、そのように伝承断絶の危機に直面しているという現実の裏側では、長崎の教会群とか

くれキリシタン文化の世界遺産登録事業も進められている。しかし、これもフィールドで地元の

方の声を聴くと、行政と民意が必ずしも一致していない様子も伺い知ることが出来る 450

それから分かることは、「信仰行事はそれがおこなわれてきた状態のまま保存・継承していかな

ければならないJということである。もちろん、信ずる者が一人でもいて、その者が宗教や事物

を信仰するのならば信仰行事は成立する。

しかし、かくれキリシタンの行事のように一定以上の人数でおこなう、ということが本来の姿

である場合には、その受け継がれてきた伝承方法・信仰形態、で行事や伝承をおこなわなければな

らない。そうでなければ今回見た事例のように、伝承されていくものが違った姿となってしまう

可能性が大きいのである。

だが、日常生活との折り合いや、後継者不足、さらに住民の減少から必ずしもベストな状態(つ

まり、かくれキリシタンの場合は大人数での行事の維持)での伝承は困難となる。そのような中、



かくれキリシタンの伝統を少しでも後世に伝えていくために信者、そして行政が「文化を守るj

という総意の元に働きかけていくことが求められるのではないか。

最後になりましたが、今西の調査に御協力くださったかくれキリシタンに関係する方々の芳名

をここに記し、お礼申し上げます。

長崎県平戸市生月町壱部地区 かくれキリシタン

) 111崎容t市氏

) 11崎氏には調査当初よりお世話になり、)111培氏だけでなく、その御家族、御親族にもお話を

伺う機会を作って頂きました。

谷本雅嗣氏

谷本氏にはお忙しい中時間を頂き、行事でない場合のおらしょ・唄おらしょの採取に御協力

を頂きました。

大石義孝氏、土肥栄氏、山本善良IJ氏

2010年 5月5日の島の館での公演の際はもとより、その後におこなったお手紙での質問に

も快く御回答を頂きました。

長崎県平戸市生月町山田地区 かくれキリシタン

松原正司氏

平戸市(生月島含む)の観光の推進をなさるというお仕事を持ちながら、かくれキリシタン

信仰を継承なさるというお立場からの大変貴重なお話をお聞かせ頂きました。

長崎県平戸市生月町[島の館J学芸員

中匿成生氏

今1mこの論文を書くにあたり、かくれキリシタンの方々へのご紹介、行事開催の情報、生月

島の様子の御教授など、大変にお世話になりました。

長崎県外海町元かくれキリシタン

松川隆治氏

信仰]コミュニュティーには外部の者を絶対に入れない、という外海地域のかくれキリシタン

の信仰の様子や、歴史など貴重なお話を御親切にお教えくださいました。

インフォーマント一覧(年齢は 2013年 4月現在)

-長崎県平戸市生月町壱部地区 かくれキリシタン

大石義孝氏 (61) )11崎雅市氏 (64) 谷本雅樹氏(不明) 土肥栄氏 (84)

山本善員IJ氏(不明)

-長崎県平戸市生月町山田地区 かくれキリシタン

松原正司氏 (50)

-長崎県平戸市生月 11可「島の宣言J 学芸員
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中園成生氏

・長崎県外海町 元かくれキリシタン

松川隆治氏
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